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刺
占
冠
村
地
域
公
共
交
通

会
議

占
冠
村
地
域
公
共
交
通
会

議
は
、
道
路
交
通
法
の
規
定
に

基
づ
き
設
置
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
本
職
の
他
に
富
良
野
沿

線
の
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車

運
送
事
業
者
、
国
土
交
通
省
北

海
道
運
輸
局
旭
川
運
輸
支
局
、

北
海
道
上
川
総
合
振
興
局
、
村

営
バ
ス
利
用
者
等
７
名
で
組

織
し
て
い
ま
す
。

９
月

日
に
平
成

年
度

３０

２５

第
１
回
の
会
議
を
開
催
し
、
予

約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
（
む
ら
び

と
交
通
）
を
２
月
１
日
か
ら
本

格
運
行
に
移
行
す
る
た
め
協

議
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
協

議
が
整
い
、
道
路
運
送
法
第
４

条
の
許
可
申
請
を
提
出
し
１１

月

日
に
許
可
書
が
交
付
さ

２８
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
平
成
２６

年
２
月
１
日
か
ら
予
約
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
（
む
ら
び
と
交

通
）
と
し
て
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
す
。

刺
地
域
資
源
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
占
冠
活
動
報
告
ひ
ろ
ば
」

月

日
に
、
本
村
と
地
域

１０

２０

総
合
交
流
協
定
を
締
結
し
て

い
る
酪
農
学
園
大
学
並
び
に

三
者
連
携
協
力
協
定
を
締
結

し
て
い
る
北
海
道
大
学
大
学

院
環
境
科
学
院
と
株
式
会
社

星
野
リ
ゾ
ー
ト

ト
マ
ム
の
、こ

の
間
の
活
動
と
実
践
事
例
を

多
く
の
村
民
の
皆
さ
ま
に
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
地

域
資
源
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
占
冠
活

動
報
告
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

星
野
リ
ゾ
ー
ト

ト
マ
ム
と

北
海
道
大
学
大
学
院
環
境
科

学
院
か
ら
は
「
雲
海
テ
ラ
ス
」、

村
内
の
小
中
学
校
で
行
っ
た

「
雪
の
学
校
」、「
川
の
学
校
」
の

開
催
状
況
、
森
の
か
り
う
ど
と

酪
農
学
園
大
学
か
ら
は
「
エ
ゾ

シ
カ
の
管
理
と
食
材
と
し
て

の
利
用
価
値
」
に
つ
い
て
、
株

式
会
社
ス
ポ
ー
ト
ピ
ア
と
北

海
道
大
学
か
ら
は
「
森
林
資
源

の
活
用
に
向
け
た
薪
ボ
イ
ラ

ー
の
取
り
組
み

と
可
能
性
」が

そ
れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ
、
参
加
者

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

刺
ふ
ら
び
・
香
港
台
湾
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

富
良
野
美
瑛
広
域
観
光
推

進
協
議
会
の
台
湾
・
香
港
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
２
０
１
３
が
１０

月

日
か
ら

月

日
の
５

２２

１０

２６

日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し

た
。富

良
野
市
長
を
団
長
に
、
６

市
町
村
長
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割

を
分
担
し
航
空
会
社
１
件
、
旅

行
代
理
店
等
６
件
、
セ
ミ
ナ
ー

１
件
、
交
流
会
２
件
で
観
光
客

誘
致
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
民
間
事
業
者
も
参

加
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
と

し
、
行
政
と
し
て
は
飛
行
機
の

発
着
枠
拡
大
に
つ
い
て
関
係

機
関
へ
要
望
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

最
近
台
湾
か
ら
の
旅
行
者

が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
１１

月

日
に
６
市
町
村
の
民
間

２９
団
体
で
富
良
野
地
域
日
台
親

善
協
会
が
設
立
さ
れ
、
今
後
は

継
続
的
に
交
流
が
進
む
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

刺
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
推
進

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
普
及

す
る
に
あ
た
り
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
議

を
開
催
し
ま
し
た
。

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
企
業

な
ど
が
共
同
す
る
と
い
う
意

味
が
あ
り
、
構
成
員
は
本
職
の

ほ
か
に
、
村
内
の
関
係
す
る
事

業
者
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
専
門
家

等
４
事
業
体
か
ら
な
り
ま
す
。

今
回
の
会
議
で
は
、
湯
の
沢

温
泉
に
導
入
す
る
一
村
一
エ

ネ
事
業
に
つ
い
て
内
容
を
確

認
し
た
後
、
本
村
の
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
事
業
の
展
望
に
つ
い

て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、

月

日
に
は
関
係

１２

２０

者
を
招
き
、
湯
の
沢
温
泉
に
お

い
て
薪
ボ
イ
ラ
ー
の
火
入
れ

式
を
行
い
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
す
。

村
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
総

合
計
画
の
見
直
し
で
答
申
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地
産
地
消
に
向
け
取
り

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

刺
第
２
回
全
国
村
長
サ
ミ

ッ
ト

木
島
平

in

第
２
回
全
国
村
長
サ
ミ
ッ

ト

木
島
平
が

月

日
、

in

１１

１５

１６

日
に
開
催
さ
れ
参
加
し
ま
し

た
。木

島
平
村
は
長
野
県
の
北

部
に
位
置
し
面
積
が

挨
、
人

９９

口
が
約
５
，
０
０
０
人
、
高
齢

化
率

％
で
、
主
な
産
業
は
有

３２

機
栽
培
の
稲
作
、
野
菜
栽
培
を

中
心
に
キ
ノ
コ
栽
培
の
農
業

と
ス
キ
ー
場
、
温
泉
、
伝
統
工

芸
、
名
所
旧
跡
を
巡
る
観
光
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ス
キ
ー
場

お
よ
び
ホ
テ
ル
な
ら
び
に
温

泉
は
、
第
三
セ
ク
タ
ー
で
経
営

し
て
い
ま
す
。

今
サ
ミ
ッ
ト
の
キ
ー
ワ
ー

ド
に
な
っ
て
い
る
の
が
「
農
村

文
明
の
創
世
を
め
ざ
し
て
」
で

あ
り
、
百
年
前
に
警
鐘
さ
れ
た

「
真
の
文
明
は
山
を
荒
ら
さ

ず
、
川
を
荒
ら
さ
ず
、
村
を
破

ら
ず
、
人
を
殺
さ
ざ
る
べ
し
」

と
い
っ
た
教
え
で
あ
り
ま
し

た
。ま

た
、
村
民
の
学
習
意
欲
が

旺
盛
で
サ
ミ
ッ
ト
に
合
わ
せ

た
長
野
県
む
ら
び
と
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
農
村
文
明
塾
、
公
民
館

で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
教
養

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

農
村
文
明
塾
に
は
木
島
平

村
に
関
係
の
あ
る
著
名
な
有

識
者
の
顧
問
団
が
あ
り
、
強
力

な
支
援
体
制
が
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
木
島
平
村
と
い
う
人

を
引
き
つ
け
る
自
然
と
社
会
・

生
活
環
境
、
村
長
を
は
じ
め
と

し
村
民
一
丸
と
な
っ
た
む
ら
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の動きについて報告しましたので概要をお知らせします。
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づ
く
り
へ
の
熱
意
と
意
欲
が

人
を
動
か
し
、
農
村
文
明
塾
の

よ
う
な
一
つ
の
形
を
作
っ
た

と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

村
の
成
り
立
ち
、
文
化
、
歴

史
な
ど
の
違
い
が
あ
り
ま
す

が
、
農
村
文
明
の
考
え
は
、
今

後
の
む
ら
づ
く
り
の
参
考
に

な
る
も
の
で
す
。

刺
旭
川
十
勝
道
路
整
備
促

進
期
成
会
要
望

地
域
高
規
格
道
路
の
旭
川

十
勝
道
は
北
海
道
縦
貫
自
動

車
道
と
北
海
道
横
断
自
動
車

道
を
結
ぶ
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
機
能
を
有
し
て
お
り
、
新
千

歳
空
港
、
旭
川
空
港
、
帯
広
空

港
を
結
ぶ
道
路
と
な
り
ま
す
。

上
川
地
方
と
他
の
地
方
と
の

交
流
促
進
や
地
域
経
済
の
活

性
化
、
十
勝
岳
の
災
害
対
応
の

た
め
必
要
な
路
線
で
あ
り
、
２

市
６
町
１
村
で
期
成
会
を
作

り
整
備
促
進
を
関
係
機
関
に

要
望
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
に
お
き
ま
し
て
も

秋
期
要
望
と
し
て

月

日

１１

１５

に
北
海
道
上
川
総
合
振
興
局
、

北
海
道
開
発
局
旭
川
開
発
建

設
部
、
北
海
道
開
発
局
、
北
海

道
、
北
海
道
議
会
に
、

月
１１

２０

日
に
は
国
土
交
通
省
に
要
望

を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
村
に
お
い
て
も
医
療
、
救

急
、
高
校
通
学
と
い
っ
た
生
活

路
線
で
あ
り
、
観
光
振
興
に
お

い
て
大
変
重
要
な
路
線
と
な

り
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
占
冠
村
～
富
良
野
市
間
を

計
画
路
線
か
ら
調
査
区
間
へ

昇
格
す
る
よ
う
強
く
要
望
し

て
お
り
ま
す
。

刺
エ
ゾ
シ
カ
対
策

本
村
の
エ
ゾ
シ
カ
対
策
は
、

現
在
エ
ゾ
シ
カ
対
策
基
本
構

想
に
よ
り
取
り
進
め
て
い
ま

す
。今

般
エ
ゾ
シ
カ
捕
獲
に
関

し
、
林
野
庁
の
事
業
を
行
う
株

式
会
社
野
生
動
物
保
護
管
理

事
務
所
が
主
体
と
な
り
、
地
方

独
立
行
政
法
人
北
海
道
立
総

合
研
究
機
構
、
酪
農
学
園
大

学
、
占
冠
村
の
４
団
体
で
連
携

協
定
を
締
結
し
、
モ
バ
イ
ル
カ

リ
ン
グ
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

モ
バ
イ
ル
カ
リ
ン
グ
と
は
、

餌
付
け
を
し
て
、
車
で
移
動
し

な
が
ら
組
織
的
・
計
画
的
な
個

体
数
調
整
を
行
う
捕
獲
手
法

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

本
村
に
お
い
て
は
農
業
被

害
額
、
ラ
イ
ト
セ
ン
サ
ス
調
査

の
結
果
か
ら
推
測
す
る
と
総

体
的
な
生
息
数
は
減
っ
て
お

ら
ず
、
日
没
後
に
農
地
に
出
没

す
る
こ
と
か
ら
、
捕
獲
頭
数
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
農
業
被
害

も
依
然
と
し
て
減
っ
て
は
い

ま
せ
ん
。

今
年
度
は
１
月
か
ら
２
月

に
か
け
て
、
上
川
南
部
森
林
管

理
署
の
協
力
を
得
て
村
内
国

有
林
内
の
林
道
２
カ
所
で
モ

バ
イ
ル
カ
リ
ン
グ
を
行
い
ま

す
が
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
本

村
の
猟
区
設
定
に
向
け
て
の

貴
重
な
資
料
と
な
り
う
る
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

こ
の
手
法
で
開
発
さ
れ
た

捕
獲
技
術
は
将
来
エ
ゾ
シ
カ

の
捕
獲
手
法
と
し
て
各
市
町

村
に
技
術
移
転
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
成
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

晦

界

海

皆
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明けましておめでとうございます。

輝かしい新年をご健勝にて迎えられましたことを心からお慶び

を申し上げます。

私こと、昨年の１１月２６日をもちまして任期満了を迎えましたが、

再度、副村長に就任することになりました。

あらためてその職責の重大さを痛感するとともに決意を新たに

しております。

道内の景気は、穏やかに持ち直していると言われておりますが、４月からの消費税増税を

ひかえ、予断を許さない状況にあります。このような中、昨年の３月に占冠村総合計画が見

直され、「福祉・森林・エネルギー」の三大重点目標を掲げた村づくりが進められております。

もとより微力ではありますが、これまでの行政経験を生かしながら、中村村政の一端を担

うべく全力を傾注してまいる所存であります。

村民の皆さまには、今後とも一層のご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ、再任

のごあいさつといたします。

再任のごあいさつ

占冠村副村長 堤 敏満


